
平成30年度 認知症地域支援推進員
活動報告書

（八尾市）



Ⅰ 認知症への理解を深めるための普及・啓発

「認知症」って、なあに？

西山本小学校４，５，６年生

認知症キッズサポーター養成講座

平成30年４月２8日

八尾市認知症サポーターキャラバンメイト

キッズサポーター

チェーン店薬局
店内カフェブース

で
開催！

特養さんの
デイルーム

で
開催！

地域で一般募集の（誰でも参加可能！）
認知症サポーター養成講座企画開催

H30年度開催実績

7か所開催 87名受講。
今後、2か所開催予定。

H30年度開催実績

6小学校開催
578名受講。

今後の予定
2小学校開催予定。

平成３０年度より３か年計画にて
八尾市内全小学校（２８か所）
キッズサポーター養成講座の開催

多くの専門職より
“若い世代へ啓発
したい”の
声が届いて
実現できてきまし
た！

市民より
“どこかで
ｻﾎﾟｰﾀｰ養成講座
してませんか？”の
声に応えたい！

場所探し、チラシの配布、
関係機関への協力など
試行錯誤で開催。

行政、医療、介護、地域
より多くの協力が得られ
るようになった！

家族が認知症の理解がで
きていないケースなどの
際に講座案内していただ
くことが増えました。
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Ⅱ 認知症の容態に応じた適時・適切な医療・介護等の連携

H30年4月より
認知症初期集中支援チーム
が設置されました。

認知症初期集中支援チームへの
相談経路について

相談は、すべて地域包括支援セン
ター（校区高齢者あんしんセン
ター）より受ける流れになってい
ます。

連携構築に向けて
地域ケアケース会議、包括専門職

会議などへ積極的に参加！

認知症疾患医療センターとの
連携強化！

（定期的な情報共有の機会をもつ）
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Ⅲ 若年性認知症の人やその家族への支援

若年性認知症 交流会
（本人ﾐｰﾃｨﾝｸﾞ）

初めて開催されて参加
させて頂きました。
気軽に話そうと思いま
したが緊張してなかな
か話ができませんでし

た。
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Ⅳ 認知症の人の介護者への支援
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Ⅴ 認知症の人を含む高齢者にやさしい地域づくり

目的）
①認知症の理解を広め一人でも多くの地域
の方が認知症の人や家族を見守り支える意
識を持てるようにしていく。
②認知症の徘徊による行方不明をできるだ
け早く発見し無事に保護できるような仕組
みをつくる。
③認知症になっても安心して外出できる
まちづくりを目指すことができる。

地域の方が主体となって開催しています。
地域住民、行政、包括、推進員などで
声掛け体験の詳細な内容を話し合いました。
（特に認知症高齢者役の設定には気をつか
いました。）

実施してこんなことが・・・

例・声掛けに拒否が強いケー
スでは、上手く対応できず参
加者が思わず涙ぐんでしまう
ことも・・・・

にこにこしている高齢者役に
すると逆に声かけにくいなど
の意見もありました。

H30年度開催実績

・久宝寺地区 54名参加
・安中地区 37名参加
・八尾市民生委員 65名参加
・ザ・レスタージュマンション

17名参加
・志紀地区 33名参加

今後の開催予定
2月 竹渕地区開催

参加者の感想（ｱﾝｹｰﾄより一部抜粋）

・知らない人（特に異性に対して）へ
声を掛けるのが難しい。
・地域で高齢者を見守っていけるよう、
すすんで声掛けしていこうと改めて
思った。
・何も声を掛けることができない、な
んと難しいことかと知った。
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Ⅵ 会議や研修等の実施及び参画

地域のボランティグループ、民生委員、民間団体に向け
て開催させて頂きました。
受講後、やおオレンジカフェを開催されたりスタッフと
して活動しています。

“認知症カフェ研修”の企画、開催

“認知症ライフサポート研修”の企画、開催

医療、介護の専門職向けに開催
させて頂きました。
認知症の方の初期への関わり方
の大切さや、職種間のアセスメ
ントの視点の違いを改めて気づ
ける機会になりました。

地域で認知症カフェの開催など
の提案をすると

・“認知症カフェ”って
なんですか？
“認知症カフェ”って
どうしたらできるのですか？
・参加していくにはどうした
らいいですか？
などの声がありました。

専門職の方との何気ない
普段の会話から

認知症の相談ケースが多
くなってきたけど、大変
になってからの相談に
なっていることが多い。
もっと早くに相談してく
れればいいのに・・・・
の声がありました。

平成30年度実績
2回開催 32名参加
今後の開催予定
3月 介護予防ｻﾎﾟｰﾀｰ向けに開催予定
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